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1.は じめに

植物は,成 長 した後に開花,結 実 して種子をつ くり,子 孫 を残す ことで,そ の個体が死

んでも生命が次世代に受け継がれてい く。 このような生命の連続性は植物を理解する上で

重要な概念である。第5学 年の学習指導要領では,植 物の発芽 ・成長 ・結実の実験 ・観察

を通 じて科学概念 を形成するとともに,「生命の連続 陸」概念の形成 をめざしている(文 部

科学省,2008)。 しかし,教 科書では,植 物の発芽 ・成長 ・結実 といった側面が個別 に取

り扱われてお り,生 命の連続性について深 く学習することはない。この点について,現 行

の小学校理科においては,生 活史全体 を網羅 した植物の生命 の連続性に関す る学習内容は

設定 されていないとの指摘がある(松 野,1996)。 また田中 ・畔(2013)は,児 童の植物

の生命の連続 性における概念形成の状態 を,植 物の発芽の視点から明 らかにす ることを目

的に調査をおこなった。そ して,植 物の発芽の学習が,児 童 の植物の生命の連続 性の概念

形成 に必ず しもつながっていないと報告 し,植 物 の生命 の連続性そのものについての学習

の場が必要であることを指摘 している。 このよ うに,現 行の小学校第5学 年の理科学習で

は,種 子の発芽 ・成長 ・結実を扱 うものの,植 物の生命の連続性の概念の形成が十分に う

なが されているとは言い難い状況にある。

本稿では,小 学校第5学 年 において著者がおこなった,種 子散布を題材に して植物の生

命の連続 性の概念形成を意図 した授業実践の概要 と成果,課 題について報告す る。

1.本 授業について

1.本 授業の目的

植物における生命の連続 性は,種 子の形で生命が次世代に受け継がれることで途切れ る

ことなく維持 されていく。植物にとって,次 世代を担 う種子が確実に発芽 ・生育すること

が重要である。そのために種子は,好 適な生息環境に散布 される必要があ り,風 や動物に

よって運 ばれ るな ど多様な散布の仕組みをもっている。

本授業では,種 子散布に関連す る多様な適応にっいて,実 際の実 ・種子を使 った授業を

行い,植 物が子孫を残すための戦略についての理解 をうながす ことで,植 物の生命の連続

性概念の定着を試みた。教科書では,「花 と実」の学習の最後に 「花が咲 く植物は,種 子か

ら育って花をさかせ,ま た種子をつ くることで,生命 を受けっいでいく。」(石浦ほか,2016)

との記述があるので,そ の発展授業 として1時 間の授業実践をおこなった。
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2授 業 日時

2016年10月19日(水)第5時 限

3授 業した学校 ・学級

枚方市立招提小学校 第5学 年

4.授 業目標

植物が命をつないでいく多様な種子の形態を児童が主体的な活動で観察し,ど のように

種子が散布していくのかを推論する。そして,種子の形態と散布の方法との関係に気づく。

5.本 授業の内容 と方法

今回の授業では,散 布のよ うすなどが異なる4種 類の実 ・種子を観察材料に選んだ。そ

れ らの実 ・種子は次の とお りである。

○ハマユウの種子:一 見 した ところ,植 物の種子 と思えない不思議な形を している。 この

種子は水で運ばれて種子が散布 され る。

○オナモ ミ(オ オオナモ ミ)の 実:野 外で衣服にくっつ く実 として児童はよく知っている。

動物にくっついて運ばれ ることで種子が散布 される。

○ヤシ(ヤ タイヤシ)の 実:本 校の運動場の隅に植 えられている。鳥な どの動物に食べら

れ,糞 と一緒 に種子が散布 され る。

○ ゴマの実:日 常食べるもの として児童はよく知ってい る種子。実については,ほ とんど

の児童が知 らない。実がは じけて中の種子が散布 され る。

図1授 業に用いた4種 類の実 ・種子とその植物

①/aヤ シ(ヤ タイヤシ),②/bハ マユウ,③/cオ ナ モ ミ(オ オオナモミ),④ ノdゴ マ

授業では,教 師主導の一方向的な知識学習をできるだけなくし,児 童自身が主体的に活

動して気づき,発 表できるように努めた。児童自身が実際の種子を手にして観察し,種 子

を分解するなどの児童自身の考える方法により種子の形態の特徴を知り,そ のことから種
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子がどのよ うに散布 されてい くのかを推論 してい くようにした。その後,グ ループ内で話

し合いをすることで,い ろいろな意見を出させ,実 ・

種子の形態について深 く観察 させ るよ うにした。そ

の際,気 づいたことをワークシー トに表現 し,学 級

全体に発表 して,児 童同士の学びにっなげていこ う

と考えた。また,「種子の形態が どのように関係 して

種子が広が り,命 を引き継いでいくのか」 といった

視点で種子 を観察す ることが,重 要な科学的思考 に

なると考えた。そのために図2を 板書 して,植 物の

生命の連続 性を児童が常に意識 して観察できるよう

にした。

』
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図2植 物の生命の連続性

6.授 業の展開

(1)8つ の班に4種 類の実 ・種子(ハ マユウ,ヤ シ,オ ナモ ミ,ゴ マ)の 写真 を見せ,

それぞれの実 ・種子の名前を言 う。

(2)4種 類の実 ・種子の中から,調 べてみたいものを一つ選ぶ。8班 あるために,同 じ

種子を2つ の班が選ぶ ことになる。)

(3)実 際に実 ・種子を見て,そ の形態をさぐってい く。色 ・におい ・手触 りなど五感 を

使って調べ る。実 ・種子 を分解できるように,ま た水に浮かべ ることな どができるよう

に器具を準備 した。 ピンセ ッ ト,歯 ブラシ,水,ビ ーカーなど。ただし,ハ サ ミやカッ

ターナイフで実を切る際は,教 師が指導 した。

(4)気 づいたこと ・疑問な どをワー クシー トに表現する。

(5)ワ ークシー トに表現 したことを班ごとに発表す る。

(書画カメラで,ワ ー クシー トをテ レビに映 して,発 表 をおこな う。)

(6)各 班の発表 を聞いて,自 分が気づかなかったことや新たな疑問などをワークシー

トに表現す る。(同 じ種子 を調べた班では,他 の班の発表内容 と比べる。)

(7)本 時の感想 をワー クシー トに表現する。(気 づいたこと,発 表 を聞いて考えたこと,

疑問,感 想 など)

7.授 業後の児童のワークシー トより"

授業後に児童が書いた ワークシー トを見て,授 業の分析を試みた。分析では,「調べて

気づいた こと」(観 察事実)と 「気づいたことから考えたこと」(推 論)に 区別 した。科学

的思考には,観 察事実 と推論を分 けて考えることが大切だと考えたか らである。

1)「 調べて気づいたこと」(観 察事実)と 「気づいたことか ら考えた こと」(推 論)

〈ハマユウ〉

[観察事実]・ 表面はで こぼこで,脳 みそみたいな線がある ・さわって押 してみるとゴムみ

たいな弾力がある ・割るとスイカ(メ ロン,玉 ねぎ)の ようなにおい ・半分に割った ら表

面はつるつ るしていて汁が出た ・中には水分が多い ・半分 に割る と真ん中にだ円みたいな

のがある ・中はところどころ穴が開いている ・半分に割った種の外側は緑色だった ・とて

も軽 く水に浮いた
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[推論]・ 川で流 され遠 くまでい く ・水で運 ばれ る ・水に流 されていろんな所で育つ ・水に

浮いて流 されて運ばれ る ・中には ところどころに小さい穴が開いていて,そ こに空気が入

っているので浮 き,水 の流れで流 されいろんな場所 にい く。軽いのは水 に浮 くため。そ し

て生えるところは水辺ではないか と予想する。

〈オナモミ〉

[観察事実]・ においはない ・さわるとチクチクする

・表面に長い トゲがあ り5mm長 さ ・先っぽには,他

の トゲよ りも太 くて大きい トゲが2本 生えていた。他

の トゲは太い トゲに向かって曲がっている ・虫めがね

で見ると,先 が曲がっていた ・さわってみたら,手 や

服に くっついた ・まゆ毛や筆箱 の布の ところにもくっ

ついた。身の回 りにくっつ くものがいっぱいある ・歯

ブラシをオナモ ミにつけると10個 つけられた ・オナモ

扇磁翫
避
℃

図3ワ ークシー ト例(1)

ミ同士でもくっつく ・手ではつぶせないが,子 ども一人が実の上にのるとつぶれる ・半分

に割 ってみると,中 か ら種子が2つ 出てきた。種子の長 さは米粒 くらいで,約1.5mm・ 種

子の色は茶色,形 は ヒマワリの種子みたい ・種子を割 ってみると中は白かった(図3)

[推論]・ オナモ ミは先が曲がっているか らくっつ く ・動物にひっついて運ばれてい くのか

なと思った

〈ヤシ〉

[観察事実]・すごくやわ らか く,ゼ リーみたいだった ・オ レンジ色で,柿 みたい ・甘酒(み

かんの缶詰,フ ルーツ)み たいなにおい ・皮 をむいた らオレンジ色 ・つぶ したら,み かん

の実みたいなのが出てきた ・中に黒い種が一つ ・種子の大きさは2セ ンチ5ミ リ(ビ ー玉)

くらい ・種子はかた くて切れない し,割 れない ・種子は,梅 干 しのたねみたいな形 ・種子

を落 とした ら,ち ょっとはねた ・はじめは種子がぼさぼ さや ったけど,歯 ブラシでみが く

と,き れいになった ・種子の ところどころに黒い点々があった ・種子は,水 にひた したけ

ど浮かばなかった ・ぬ らす と,に おいが うす くなった

[推論]・ ヤシが甘いにおいがす るのは,動 物に食べ られて遠 くで芽を出すためで,中 の種

がかたいのは消化 されないようにするためだと思いま した

〈ゴマ〉

[観察事実]・ 実を割 ったら4つ の部屋に分かれていて,種 子

が1列 にきれいにな らんでいた ・実の中に種子が24個 あっ

た ・緑色と茶色の実がある ・茶色の実か らは黒いゴマが出て

きて,緑 からは 白いゴマが出てきた ・緑のほ うは,う す くて

やわらかい毛がついて,オ クラみたい ・種子をつぶ した ら,

白い液体が出てきた ・虫メガネで種子を観察 してみ ると,ほ

ぼ全部われ 目が入っていた(図4)

[推論]・ ゴマはどうやって命をつないでい くのか気になった

ひ

齢
轟@

図4ワ ークシー ト例(2)
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2)発 表を聞いて 「考 えたこと」 と 「思 った こと」

・ハマユウは水で運ばれるのだ と思った ・オナモ ミはとげが多いから服のせんいにひっつ

くことを考えた ・オナモ ミは先が曲がっているか らくっっ くとい うことが分かった ・動物

にくっついて運ばれ るとい う意見 お もしろかった ・ヤシはあまいにおいが して鳥に食べ

られて遠 くへ運ばれてフンを して,そ こか ら芽が出て,ま た鳥に食べ られてのくり返 しで

ヤシははん しょくす る ・みかんのにおいが したとか,発 表が具体的だった ・それぞれの班

の発表は絵があってわか りやすかった ・すごく細かい ところまで見て発表 していたのです

ごい と思った ・調べた種子が同じでも,発 見が違ったか ら,す ごいと思いました ・7班 の

発表がすごくよかった。具体的でわか りやすかった ・みんなとてもうまい発表です。 自分

もあんな風に発表 したいです

3)新 しく出てきた疑問

・ハマユウは本 当に水辺に生えているのか ・ハマユ ウは川な どに運ばれて,ど うやって咲

くのか ・オナモ ミの花 ってどんなのだろ う

4)今 日の授業の感想

・楽 しかった し,面 白かった ・他では調べ られない ことを知れてよかった ・達成感 と満足

感でいっぱいです ・オナモ ミをいろんなところに くっつけるのが楽 しかった ・知 らないこ

とをいっぱい知れてよかった ・初めて知った ことがいっぱいあって,お もしろかった ・身

近な植物で,い ろんな発見がいっぱいできて楽 しかった ・いろんなことができて うれ しか

った ・す ごく楽 しくて,い ろんな発見ができた ・絵をか くのが好きで,か いたらうまくで

きた。先生にもうまいといわれて うれ しかったです

皿.考 察

本授業で児童は,4つ の実 ・種子の観察に主体的に取 り組み,い ろいろな発見をしなが

ら感動 し,授 業に満足 していたことがわかる。 このよ うな情意面での満足感 は,認 知面で

の評価に比べるとあま り評価 されないが,児 童の学び を考えた とき,と ても重要なポイン

トであると考える。その情意面での満足感 は,「知 らないことをいっぱい知れてよかった」

とい う児童の感想か らもわかるよ うに,認 知的な面での気づきか ら発生 している。

児童がワー クシー トに表現 したことか ら認知的な面での気づきをみ ると,ハ マユウの種

子は水に浮 くほど軽いとい う事実から,水 に浮いて遠 くの水辺 に運ばれるのではないかと

考 えている。児童 の中には,種 子の内部をよく観察 して,空 気が入っているか ら軽 いので

はないかと推測す る児童もいた。オナモ ミの実に生えている沢山のとげの先が曲がってい

るため,色 んなものにつきやすい。だから動物の体に付着 して遠 くに運ばれるのだろ うと

推測 していた。ヤシの実は,そ の甘い匂いか ら鳥な どに食べ られるのだろ うと想像 してい

た。ただ,実 の中に入っている種子は大きくて硬いため消化 されずに糞 とともに出てきて

発芽するのではないか と考えていた。 ゴマの実は,4つ の部屋 に分かれ,そ れぞれの部屋

にた くさんの小 さな種子が入っていることを観察 していたが,ど のように種子が散布 され

るかまでは推論できていなかった。

こうした表現を見てい くと,児 童は,本 授業の 目的である 「種子の形態は,種 子 の散布
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と関係がある」と考えることができた といえる。これは,観 察の際,「種子の形態が どのよ

うに関係 して種子が広が り,命 を引き継いでい くのか。」といった視点で実 ・種子 を見たこ

とが大きい。観察の際,た だ 「よく見なさい」と指導 しただけでは,こ うした気づきにつ

なが りに くい。

本授業で取 り上げた4つ の実 ・種子の うち,ヤ シは,運 動場の隅にオ レンジ色の実を

た くさんつけていたので,身 近な実 として取 り上げたのだが,本 校 にこの実があることに

気がついていた児童は少なかった。 ゴマは 日常見慣れていなが ら,そ れが種子だと認識 し

ていない。児童 は,今 まで自分が植 えた経験のあるアサガオ,ホ ウセンカ,ヘ チマ,ヒ ョ

ウタンや,授 業で発芽 ・結実実験に用いたインゲン豆やかぼちゃといったものだけが種子

であると誤認 しがちである。 しかも,米 ・麦 ・トウモロコシ ・大豆やもや しなど,私 たち

が 日常食物 とするものの多くが種子または種子が原材料であることを知 らない。野菜に花

が咲き,種 子ができるなどを考えることもない。身の回 りの植物 も,生 命の連続 性を常に

意識 しなが ら発芽,成 長,開 花,結 実を見ていくと,今 まで思いもしなかったことに気づ

いた り疑問を抱いた りするのではないだろうか。

N.今 後の課題

本研究では,実 践はおこなったものの,植 物の生命の連続 性の概念が形成 されたかどう

かまで十分に検討できなかった。今後,そ れを調べ るのが大きな課題である。 しかし,授

業で学んだ生命 の連続性を身近な植物に児童が適用 して考えることができれば,生 命の連

続1生の概念が形成できた といえるといえるのではなかろうか。「校庭の野草は刈ってもす ぐ

に芽が出て くるのはどうしてか」といったことは,そ の一例 と思われる。

理科授業で扱 う植物の多くは 「理科室にある植物」を使った実験 ・観察が多く,そ れは

「日常に生育する植物 と違 うと児童は受けとめているところがある。例えば,発 芽に関

して言 えば,発 芽に必要な三つの条件 さえそろえばどの種子 も発芽すると児童は思ってい

る。 しか し,身 のまわ りの植物は,発 芽 に必要な三つの条件 さえそろえば発芽す るとい う

単純なものではない。植物 にとって発芽 は,子 孫を残すために命をつなぐ重要な営みであ

り,確 実に生育できる条件が整って初めて発芽するのである。例えば,野 草の中には三つ

の条件に加えて,光 があって初めて発芽がするものもある。発芽 してす ぐに光合成で栄養

を作 らない と,成 長できないか らである。その一方,ハ マユウは水をや らなくても発芽す

る。砂地の ような水分が少ない ところでも発芽できるように,種 子の中に蓄えた水分を使

って発芽するか らである。 しか し,水 に浮かんでい るときには水分が豊富にあるが発芽 し

ない。 この ような植物の巧妙な営みを知 ると,児 童は種子が命を受け継いでいく植物の戦

略の見事 さ・巧妙 さに感動を覚え,「植物はす ごい!」 となる。ダイナ ミックで素晴 らしい
"生きた種子の世界"を知 ることができたか らである

。植物の生命 の連続1生の概念形成に関

しても,こ うした話 を含め,児 童が感動するような教材を開発 してい くことが課題だとい

える。本授業は,そ の一つの教材例 といえるのではないだろ うか。

V.終 わりに

植物の学習において,種 子はとても魅力的な教材である。教師が種子について学ぶほど

魅力的な教材であることがわかる。植物すべてに種子があり,子 孫を残すという目的は同
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じでも,そ の形 ・大きさは千差万別で多様である。 フタゴヤシのように1個 で20kgも あ

る種子があるかと思えば,け しつぶのように小 さいケシの種子まである。 もちろん,身 近

な野草にも種子はある。以前,「芝生の草にも種子はあるのですか」と尋ねてきた児童がい

た。 こうい う疑問が出てくるよ うな理科授業に していきたいと思 う。

これか らの新 しい授業スタイル としてアクテ ィブラーニングがあげ られる。本授業でお

こなった授業は,児 童が主体的に学んでい くアクティブラーニング型授業の一つの実践例

だ と考 えている。 しか し,こ うしたスタイルの学びで気 をつけなければならないことは,

ものの見方 ・考え方(科 学的思考)が 重要である。今回の授業でも児童 はたくさんの観察

事実に気づいた。その中か ら植物の生命の連続性につなげようとすると,観 察事実を取捨

選択 しなければな らない。そこには,科 学的な思考が必要 となって くる。そ うした見方 ・

考え方は,児 童に自主的に観察 させなが らも,適 正な科学的思考の形成 を育てるよ うに教

師が指導 してい くべきである。

本稿は,2016年10月19日 に,枚 方市教育研究会小学校理科班の研究授業としておこ

なった授業をまとめたものである。研究授業を実践するにあたり,木 谷幹一先生(大 阪市

立聖賢小学校)に はいろいろご指導頂き,大 変お世話になった。池田正先生(宇 陀ジオサ

ークル) ,谷 口和成先生(京 都教育大学)か らは,授 業前そして授業後に貴重な助言をい

ただいた。邑田裕子先生(摂 南大学)か らは,植 物教材についてお教え頂いた。また,谷

岡義高先生(奈 良女子大学附属幼稚園)に は,研 究授業当日に参観頂き,助 言をいただい

た。石川聡子先生(大 阪教育大学)に は,文 献収集でお世話になった。本研究は,こ うし

た先生方,そ して小学校理科班の運営委員の方々の協力のおかげで進めることができた。

この場をお借 りして厚くお礼申し上げる次第である。
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